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  Tsumura－Hachimijiogan wa’s tested on 91 cases ef benign nyrcstat’ic hypertrophy， vesical necl〈

contracture etc， The improve皿ent of clinical symptom was observed in 61．8％of benign prostatic

hypertrophy ancl in 56e／o of vesical neck contracture． But no effect was obtained in cases with factor

of neurogenic bladder． No side effect was observed except for one case of slight diarrhea．

緒 言

 八味地黄丸は漢方医学では古来，腎の気（老人の排

尿障害，インポテンツ）に効果があるとされている薬

の1つである1）．われわれは今回，壮老年男子の排尿

障害に本剤を使用する機会を得たのでその経験を報告

する．

使 用 薬 剤

 ツムラ八味地黄丸エキス顯粒（調剤用）5gは，ジ

オウ，6．09，タクシャ3・09，ブクリョウ3・09，ボタ

ンピ2．59，ケイヒ1．09，サンヤク3。09，サンシュ

ユ3．Og，加工ブシ末0．5gの割合の混合生薬のエキ

ス粉末2．Ogに賦形剤を加えて5gとしてあるもの

である、

       対 象 疾 患

 54～85歳の男性91例で何らかの排尿困難を訴える

ものに投与した．その内訳は前立腺肥大症55例，前立

腺肥大症に神経因性膀胱を伴うもの8例，膀胱頸部硬

化症25例，前立腺炎2例，前立腺癌1例である．なお

前立腺癌症例は除睾術と女牲ホルモン療法を行なって

いるものに八味丸を併用した例である．
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効 果 判 定
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 治療効果は八味地黄丸を2～4週服用後に，排尿困

難，残尿感，尿線中絶，頻尿などの自覚症状が著しく

改善したものを著効，軽快したものを有効，全く変わ

らないものを無効と判定した．客観的所見としては残

尿測定を用いた・

成 績

 前立腺肥大症例では著効9，有効25，無効21であり，

前立腺肥大症に神経因性膀胱を伴うもの8例ではすべ

で無効であった．膀胱頸部硬化症25例では著効3，有

効11，無効11となり，前立腺炎2例ではともに著効を

示した．抗男性ホルモン療法中の前立腺癌では有効で

あった（Table I）．なお副作用は1例に軽い下痢を認

めたのみであった．

Table 1

著 効 有 効 無 効

前立腺肥大症
 （肥大の程度）
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頸部硬化症でも25例申14例（56％）に効果がみられ，

この両者を合せると80例中48例（60％）に自覚症状の

改善がみられた．，tだし，自覚症状は改善するが残尿

測定では大部分のもので投与前とほとんど変化がみら

れず，また投与後肥大腺腫の明らかな縮少をきたした

ものもない．

 なお前立腺炎2例ではともに著効であり，今後，八

味丸をもっと使用してみtいと思っている．

 一方，神経因性膀胱を合併するものICは全く効果が

みられなかった．

 以上，ツムラ八味丸は前立腺肥大症および膀胱頸部

硬化症例の60％に自覚症状の改善がみられt，ただし

残尿には影響を与えないので残尿の多いものではそれ

を減らす他の方法が必要となる．また神経因性膀胱を

合併するものには全く効果がなかった．

 われわれの印象ではツムラ八型地黄丸は従来同様の

対象疾患に用いられてきたエビプロスタット，パラプ

ロスト，セルニルトンなどとほぼ同等あるいは症例に

よってはそれ以上の効果が認められ，副作用もきわめ

て少ないので，今後，泌尿器科領域でももっと用いら

れてよい薬であると思われた．

結

察

語

考

 われわれは漢方医学には全くの門外漢であり，漢方

で重視する病期あるいは体質など1）については特に留

意しないで蝦固丸を投与したが，前立腺肥大症では55

例申34例（61・8％）に効果がみられ，投与前の肥大の

程度と効果の有無には特に関連を認めていない．膀既

 ツムラ八味地黄丸を前立腺肥大症，膀胱頸部硬化症

に投与し，前立腺肥大症で61．8％，膀胱頸部硬化症で

56％に効果を認めた．また前立腺炎にも有効であるよ

うに思われた．ただし神経因性膀胱を伴うものでは効

果がみられなかった．副作用は1例に軽い下痢を認め

たのみであった．
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